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＜今後行われる体験入学について＞ 

５／１９（日）に今年度福島高専の学校説明会が実施され、本校生徒および保護者の希望者が参加しまし

た。これ以降、各種学校から体験入学の案内が届きます。その案内については随時、本通信「１５の春」を通

してお知らせし申し込みを受け付けますが、下記の点にご注意をお願いします。 

＜公益信託カトリック・マリア会・セント・ジョセフ奨学育英基金等助成対象者の募集について＞ 

資格：わが国の小中学校に在学する児童・生徒であること（学年は問わず）。 

   経済的理由により、就学困難な事情があること。（原則として、世帯収入３５０万円程度以下とする） 

   向学心に富み、就学を継続できる見込みがあること。 

人数：小学生・中学生は合わせて１８名程度。（推薦は各校３名を上限とする） 

給付：月額２万円。（返済不要）。他の奨学金との併給は可能だが、兄弟姉妹の同時申請はご遠慮ください。 

応募：学校を経由して申込み。応募期間は５／６（月）～７／５（金）～学校〆切は７／１（月）とします～ 

学校に募集要項が届いています。不明な点などは、学校（進路指導主事、宮内）までお問い合わせください。 
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～これからの体験入学に関して～ 

１．体験入学のねらい 

(1) 中学生側：受験を考えている高校等に実際に訪問し、施設見学や体験を通して、その学校についての理解

を深め、志望校を明確にさせることです。 

(2) 高校側：自校の学校の説明や体験授業、部活動の紹介を通して、中学生やその保護者の方々に学校の特色

や良さを理解してもらった上で、より多くの中学生に興味関心をもってもらうことです。また、体験入学

参加者を「本校を受験すると考えているもの」ととらえ、参加者の様子をよく観察する機会
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でもあります。 

２．参加申し込み 

(1) 本通信で順次お知らせし、申し込みを受け付けます。期日は厳守でお願いします。 

(2) 生徒の皆さんは、なぜその学校の体験入学に参加したいのか明確な目的意識をもって参加しなければい

けません。保護者の方とよく話し合い、保護者の方の責任で記載してください。生徒自身が申込用紙を書

いて担任に提出し、あとで保護者は我が子がその高校の体験入学に参加することを知らなかった、という

事例が過去にありました。申込書の記載押印も保護者の方がお願いします。 

(3) 中体連の県大会またはコンクールの当日と日時が重複する可能性がある場合も、申し込みは可能です。

上位大会等の出場の際は体験入学への参加取り消しをしますので、その際は必ず学級担任に連絡をしてく

ださい。（生徒・保護者両方から連絡を） 

(4) トラブル防止のため、申込書は必ずペン書きで、訂正は二重線で消して、訂正印を押してください。 

(5) やむをえない事情がある場合を除き、申し込みをしたら必ず参加してください（保護者の方も）。 

申し込みをしていない学校には参加できませんので先々の日程等をよく確認をして申し込んでください。 

３．参加方法 

現地集合・現地解散です。基本的には中学校の教員が現地引率しますが、土日祝日開催や希望者が少数の場

合は保護者の方に引率をお願いすることもあります。ご協力をお願いいたします。 

４．お願い 

いわき市外などの学校は、体験入学のお知らせが中学校に届かないこともあります。希望がある場合には個

人で申し込みの手続きを行ってください。また、その旨の連絡を必ず学級担任にしてください。 


